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(2)圧縮強度の測定 

 所定の材齢において，SSC の圧縮強度を JIS A 1108
に準じて測定した。 
 
３．実験結果 

 3.1 気中曝露期間なしの場合 

 図-2 に海水浸漬前の気中曝露期間がない場合にお

けるアルカリ溶出試験の結果を示す。ポゾランを混

和することで，SSC からのアルカリ溶出が抑制され

ていることがわかる。生物生育に適した pH 値はおよ

そ 7.8～8.4 と言われている。上限値である pH=8.4 に

到達するまでの日数は，FA30 および SR30 配合で最

短となり，およそ 20 日であった。なお，ポゾラン材

として FA を用いたものとシラスを用いた SSC のア

ルカリ溶出性はほぼ同等であった。 

 図-3 に圧縮強度試験の結果を示す。ポゾランの種

類や高炉スラグ微粉末に対する質量比率の影響は，

本実験範囲において小さいといえる。 

3.2 気中曝露期間ありの場合 

 図-4 に海水浸漬前の気中曝露期間を設けた場合に

おけるアルカリ溶出試験の結果を示す。気中曝露期

間を設けた場合，SSC を浸漬した海水の pH 値はほと

んど上昇しない。また，気中曝露期間が長くなるに

つれ，海水 pH 値は低くなることがわかる。このこと

から，海水浸漬前の気中曝露の有無が SSC のアルカ

リ溶出に及ぼす影響はきわめて大きく，固化体表面

の炭酸化がその理由として挙げられる。 
 図-5 に圧縮強度試験の結果を示す。28 日強度は，

気中曝露期間が長いほど低下する傾向にある。その

後も海水中で養生することで，91 日強度は，気中曝

露期間 1 週と 2 週ではそれほど差はなくなるものの，

4 週では顕著に低下する結果となった。よって，強度

確保の観点からは，気中曝露期間は長くても 2 週間

程度までに設定する必要があるといえる。なお，供

試体 WA と供試体 A の圧縮強度に関し，本研究では

明確な差異は確認されなかった。 
 

４．まとめ 

(1) ポゾランを混和することにより，SSC の海水中におけるアルカリ溶出性は抑制される。 
(2) ポゾランの種類および高炉スラグ微粉末に対する質量添加率が SSC の圧縮強度および静弾性係数に与え

る影響は，本実験の範囲において小さい。 
(3) 海水浸漬前の気中曝露は SSC の海水中におけるアルカリ溶出性を低減する上で有効である。なお，強度確

保の観点からは，気中曝露期間を長くても 2 週程度までに設定する必要があることがわかった。 
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図-3 圧縮強度試験結果（気中曝露なし） 
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図-4 アルカリ溶出試験結果（気中曝露あり） 
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図-2 アルカリ溶出試験結果（気中曝露なし） 
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